
「学修成果の可視化」は、質保証のために欠かせないもの
であり、「２０４０年に向けた高等教育のグランドデザイン（平成
３０年１１月中央教育審議会答申）」では、学修成果の可視
化は教学マネジメント確立のためには必要なものと位置づけら
れています。では、私たち個々の教員が学修成果の可視化
のためにできることは何でしょうか？
本フォーラムでは、教学マネジメントの枠組みを確立し、学
問分野（学際領域を含む）を基盤とする人材育成を、研究活
動と一体不可分のものとして効果的・効率的に推進されてい
る 九州大学の深堀聰子先生 に、定性的な成果を可視化す
るために有効なツールとしてその活用が広まっているルーブ
リックを絡めながら、教学マネジメントについてご講演いただき
ます。学部学科等の教学マネジメントを振り返る手掛りとして
いただければ幸いです。
本テーマにご興味・関心のある大学関係者の皆様のご参加
をお待ちしております。

■日 時 8月2日（火）13:30～15:00

■講 師 九州大学教授 深堀 聰子 氏
九州大学副理事
九州大学教育改革推進本部 本部長補佐

■実施方法 オンライン（Ｚｏｏｍ）

■参 加 費 無料

■お申込方法 URLからお申し込みください
<https://ctl.teikyo.jp/form4/>
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■申込締切 7月27日（水） ■お問合せ 帝京大学 総務・企画グループ
電話: 042-678-3976

■主 催 帝京大学 高等教育開発センター Mail: ctl@main.teikyo-u.ac.jp


